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令和８年 第１５７回 ３月定例会 

一 般 質 問 

   

 （１４人中１番から７番） 

順序 質問議員 質  問  項  目 

１ 東垣 典雄 
１．スマート農業を問う。 

２．ハラスメント対策を問う。 

２ 見塚  修 

いのちとくらしを守り、住んでよかったと思えるまちづ

くりを求めて（Part４） 

（いのちとくらしを守る） 

１．消火栓の維持管理と器具の見直しについて伺う。 

（子どもを育む） 

２．部活動の地域展開について伺う。 

３ 藤井 昌彦 

１．福祉施設の人材確保について 

２．電線付近の樹木伐採について 

３．国道４８２号について 

４．地籍調査について 

４ 西谷  尚 
１．村岡区におけるサル対策について問う。 

２．Ｒ８年の観光戦略について問う。 

５ 松岡 大悟 
１．町長が所信表明で掲げた「活力あるまちづくり（地

域経済）」について問う。 

６ 中村 崇志 

１．通学路の除雪体制について問う。 

２．学校の避難訓練が実効性を担保できるものになっている

かについて問う。 

３．「しおかぜ香苑」デッキ利用が危険視されていることに

ついて問う。 

４．香美町の魅力発信とブランド戦略について問う。 

７ 山本 賢司 

１．世界情勢の認識について問う。 

２．デジタル基盤の拡大は、どのような効果が期待でき

るか。 

３．破綻した「分収造林事業」、今後、どう対応するか。 
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令和８年 第１５７回 ３月定例会 

一 般 質 問 

 

（１４人中８番から１４番） 

順序 質問議員 質  問  項  目 

８ 伊藤 敦紀 １．廃校施設の今後の方針及び進め方について 

９ 森浦  繁 

１．選挙の投票方法について伺う。  

２．スキー教室について伺う。 

３．スキーは、本町の地場産業としての考えについて伺う。 

１０ 山根 典明 
１．小学校図書館司書の採用の予定は？ 

２．特定外来生物対策について 

１１ 村田 行信 

１．移住・定住施策の戦略性および成果管理について 

２．空家特措法に基づく措置の運用実態について 

３．公式ホームページリニューアルの目的および設計

思想について 

１２ 田野 公大 

１．第３次香美町総合計画 【基本方針１】地域経済 

主要施策１観光・交流 関係人口施策について 

２．戦略的外部人材の活用制度の取り組みについて 

３．デジタル実装について 

１３ 谷口 眞治 

１．物価高騰対策について問う。 

２．子育て支援・３つ目のゼロ（無償化）と拡充につ

いて問う。 

３．「空の駅」改修と観光振興対策について問う。 

１４ 脇坂 英作 
１．受け取り困難者の服薬確保に向けた支援体制につ

いて 
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第１５７回 ３月定例会 一般質問の順序と要旨 

  

発言議員： 東垣 典雄               №１―１ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

１．スマート農

業を問う。 

  

令和７年１２月定例会で本町の農業の実態を

質問いたしました。 

基幹的農業従事者は、２０２０年５３１人から

２０２５年３８９人へと２７％減少している。 

農業経営体数は、２０２０年の５２３経営体か

ら２０２５年３９２経営体へと２５％の減少傾

向にある一方、経営耕地面積は２０２０年の４８

１ヘクタールから２０２５年４２０ヘクタール

１３％の減少にとどまっている農地の集約はす

すんでいるとの答弁でした。 

担い手不足や農業者の高齢化からすると農地

の集約とともに農作業の効率化が必要になりま

す。 

スマート農業が急がれます。 

今、注目されているドローン、リモコン式草刈

り機について伺うものです。 

 

（１）肥料・農薬の散布のためのドローン活用の

現状を伺う。 

（２）稲作の農作業のなかで今一番作業時間の長

いのが畦畔の草刈りです。 

畦畔の草刈りの現状を伺う。 

（３）多面的機能発揮促進事業（多面的機能支払

交付金）（中山間地域等直接支払交付金）を

活用した取り組みを伺う。 

（４）今後の取り組みの促進は 

 

町 長 
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第１５７回 ３月定例会 一般質問の順序と要旨 

  

発言議員： 東垣 典雄               №１―２ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

２．ハラスメン

ト対策を問う。  

  

町民のためしっかりと働く行政体制をつくる

ためハラスメント対策が注目されています。 

令和７年４月に地方公共団体における各種ハ

ラスメントに関する職員アンケートが総務省よ

り公表されている。 

調査目的、地方公共団体における各種ハラスメ

ントの発生状況（各種ハラスメントを受けた経験

（受けたと感じた経験）の有無等）、職場の特徴、

各種ハラスメントの予防・解決のための取り組み

に関する認識等について、全国の地方公共団体の

職員を対象にアンケート調査を実施し、実態を把

握することを通じて、地方公共団体における各種

ハラスメント対策の実効的な取り組みに活用す

ること。 

調査対象・対象者数（発出数） 

団体規模や地域性等を考慮し、無作為に抽出し

た３８８の都道府県及び市区町村から一般行政

部門（首長部局）に属する一般職の職員２０,０

００人（うち常勤職員１４,１９１人、非常勤職

員５,８０９人） 

有効回収数１１,５０７件（有効回収率５７.

５％） 

調査実施期間令和６年１１月２６日～同１２月

１６日（月） 

回答方法 

調査対象職員は、専用のアンケートサイトによ

り直接回答した。 

パワーハラスメント 過去３年間に、パワハラを

受けた経験（受けたと感じた経験）全体で１５.

７％（１,８０８人） 

これを年代別に見ると４０代が（１９.３％）

と最も高く２０以下（１１.７％）と比較すると

２倍弱となっている。 

（１）本町の現状とパワーハラスメント対策を伺

う。 

（次ページへ） 

 

町 長 

教育長 
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第１５７回 ３月定例会 一般質問の順序と要旨 

  

発言議員： 東垣 典雄               №１―３ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

 

  

セクシャルハラスメント 過去３年間にセクハ

ラを受けた経験（受けたと感じた経験）全体で３.

９％（４４７人）年代別３０代（６.６％）２０

代以下（６.３％）が高い傾向にあり、また性別

で見ると女性６.３％、男性１.７％となってい

る。 

（２）本町の現状とセクシャルハラスメント対策

を伺う。 

カスタマーハラスメント 過去３年間にカスタ

マーハラスメントを受けた経験（受けたと感じた

経験）全体で３５％団体区分別で見ると都道府県

に比べ市区町村が年代別で見ると３０代が、任用

形態別で見ると任期の定めのない常勤職員（非管

理職）が受けた割合がそれぞれ高い。 

（３）本町の現状とカスタマーハラスメント対策

を伺う。 
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第１５７回 ３月定例会 一般質問の順序と要旨 

  

発言議員： 見塚 修                  №２ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

いのちとくらし

を守り、住んで

よかったと思え

るまちづくりを

求めて(Part４) 

（いのちとくら

しを守る） 

１．消火栓の維

持管理と器具の

見直しにつて伺

う。 

  

火事による惨事を最小限にとどめるためには

初期消火のための消火器とともに、消火栓設備の

重要性は言うまでもない。 

 

（１）平常時の消火栓の維持管理としては 

①消火栓の器具箱及び器具の管理 

②消火栓本体の管理（作動点検、除雪等）が考

えられるが、消防団と自主防災会との管理・点

検の仕分け、分担はどのように指導されている

のか伺う。 

 

（２）消火栓は一般的に直径６５㎜のホースとそ

れに対応した筒先が使用されているが、消防

団員のいない時間帯の初期消防の際は自主

防災会の会員である高齢者や女性が操作し

ている実態もあると考えられる。水圧等の関

係から６５㎜対応の施設、器具では危険でも

あると考えるがその見直し、対応は考えられ

ないか伺う。 

 

町 長 

 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

（子どもを育

む） 

２．部活動の地

域展開について

伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員の働き方改革、生徒のスポーツ・文化活動

の機会確保を目的に部活動の地域展開を推進す

るとされている事業の 

（１）①現時点の進捗状況 

②今後の展開計画と課題、その解決策 

について伺う。 

 

事業展開後 

（２）①事業費用負担の仕組み 

②保護者負担の軽減等 

以上伺う。 

 

 

教育長 
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第１５７回 ３月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 藤井 昌彦               №３―１ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

１．福祉施設の

人材確保につい

て 

 

 福祉施設の介護士、ケアマネ、看護師等の職員

が不足しており、外国からの職員に頼っている状

況である。 

 

（１）町としての立ち位置は 

（２）町として支援は充分といえるか 

 

 

町 長 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

２．電線付近の

樹木伐採につい

て 

 

 雪害により倒木があり停電が発生した。ほとん

ど同じ場所で同じ時期に２回あった。 

 

（１）以前の一般質問で同様の質問をすると「個

人所有だからできない」町長答弁であった

が、その状況からさらに悪化しており個人所

有という壁を乗り越える時期ではないか。 

 

町 長 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

３．国道４８２

号について 

 

 令和８年度予算審議で国道４８２号大谷バイ

パス第２期ルートの町所有土地の売却があり、少

しは進んでいるのかなあと思うがどのような進

捗状況なのか。 

 

（１）これまでの国県への要望活動について 

（２）見通しについて 

 

町 長 
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第１５７回 ３月定例会 一般質問の順序と要旨 

  

発言議員： 藤井 昌彦               №３－２ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

４．地籍調査に

ついて 

  

最新技術を導入して何十年かかる事業を前倒

しできないか。 

 

（１）ドローン、航空写真、ＩＴ技術等活用する

よう関係者に依頼する考えはないか。 

 

 

町 長 
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第１５７回 ３月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 西谷  尚                  №４ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

１.村岡区にお

けるサル対策に

ついて問う。 

 

（１）サルの現状は変わりつつあるが町の認識を

伺う。 

 

①サルが村岡区射添で確認されてから 2026 年

に至るまでの状況や変化はどのように認識され

ているのかについて伺う。 

②今後の村岡区におけるサル対策は今までと変

わりないか。 

③このままの状態で集落の安心は保たれるの

か。 

 

町 長 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

２．Ｒ８年の観

光戦略について

問う。 

 

（１）新たな取り組みの柱はあるのか伺う。 

 

①どのような観光データを収集しているのか。 

②そのデータの活用と取り組みは 

③３区の観光の特色や取り組みを町の観光とし

て展開出来ているのか。 

 

 

 

 

町 長 
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第１５７回 ３月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 松岡 大悟                №５ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

１．町長が所信

表 明 で 掲 げ た

「活力あるまち

づくり（地域経

済）」について問

う。 

 

議会初日に次年度へ向け、町長は所信表明を行

いました。 

その中で、町政運営の基本的な考え方について

「町民の暮らしの質を高める」ことを目標にす

る。具体的には「これまでの政策を活かし、新た

な一歩を刻む」をコンセプトとし、各施策に取り

組むとありました。 

今回はそこから「活力あるまちづくり（地域経

済）」について、より具体的な町長の考えを伺いま

す。 

そこで以下の質問です。 

 

（１）「観光産業人材の育成支援」として、交流人 

口の増加を図ったり、観光広域連携も取り組み

を進めていくとあったが、人材の育成において

何が重要と考えているのか。 

（２）「シティープロモーションの推進」として、 

主に観光施設の整備を進めるとあるが、そもそ 

も行政によるシティープロモーションをどう 

捉えているのか。 

 

 町長の所見を伺います。 

 

町 長 

 



- 11 - 

第１５７回 ３月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 中村 崇志                №６－１ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

１.通学路の除

雪体制について

問う。 

 

（１）通学路の除雪について、除雪の優先順位

はどのように決定されているのか伺う。 

（２）学校からの要望はどのように反映されて

いるのか伺う。 

（３）地域コミュニティ（区長・自治会長等）と

の連携は十分できているか伺う。 

 

 

 

 

町 長 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

２.学校の避難

訓練が実効性を

担保できるもの

になっているか

について問う。 

 

（１）現在の避難訓練の実施状況について伺う。 

 

①年間の避難訓練実施回数。 

②想定している災害種別（地震・津波・火災等） 

③訓練後の検証・改善の仕組み。 

④教職員間での危機対応マニュアルはどのよ

うに共有・更新されているのか。 

 

 

 

教育長 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

〃 

 
（２）香住小学校の津波避難について伺う。 

 

 ①能登半島地震が発生してから２年以上経過する

が、訓練内容や危機対応マニュアル等の検証と

改善が実施されたかについて伺う。 

 ②地域コミュニティ（ＰＴＡ・区長・自治会長等）

との連携は十分できているか伺う。 

 

教育長 
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第１５７回 ３月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 中村 崇志                №６－２ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

３.「しおかぜ香

苑」デッキ利用

が危険視されて

いることについ

て問う。 

 

（１）２００８年７月に開園してから、多くの町

民や観光客に利用されているが、現在の施設

管理状況と経年劣化状況等について伺う。 

（２）下記内容の看板が設置された理由と時期を

伺う。 

「デッキの上を裸足で歩いたり、手をついた

りすると、とげ（すいばり・ささくれ）が刺

さることがあります。お気をつけください。」     

（３）休日に幼児がデッキ広場で両手を着いた際

に、とげが１０本以上刺さり、町外病院にて

処置を受ける事象も発生している。他にも事

故が発生しているようだが、当局の把握状況

を伺う。 

（４）今後、経年劣化がさらに進行し、しおかぜ

香苑の利用者減、「子供やペットを連れて行

くとけがをする。」などの風評被害の懸念が

容易に想定できるが、補修整備を実施する考

えや、他の考えがあるか伺う。 

 

 

 

町 長 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

４. 香美町の魅

力発信とブラン

ド戦略について

問う。 

 

（１）本町のブランド戦略について、下記３点の

明確なブランドコンセプトを持っているか

伺う。 

・「香美町とはどんな町か」 

・「どんな人に来てほしい町か」 

・「どんな人に住んでほしい町か」 

（２）情報戦の時代となり、世の中はデジタル化

が当たり前となっている。 

本町における現在の広報・ＳＮＳ・ホーム 

ページ運用の効果をどのように感じている

か伺う。 

（３）（２）を踏まえて、情報発信の強化策など 

あれば伺う。 

 

町 長 
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第１５７回 ３月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 山本 賢司                №７―１ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

１．世界情勢の

認識について問

う。 

 

所信表明で世界情勢について”地政学的な高ま

り””経済の不安定化”と述べ、”見通しの立たな

い危機”と述べた。 

ロシアによるウクライナ侵略から４年、今年１

月には、アメリカによるベネズエラ侵略、そして

今、イランへの先制攻撃と大国による侵略がエス

カレートしている。 

第２次世界大戦は戦争の違法化、核兵器廃絶を

かかげて、国連創設と人類の生存を求めてきたは

ずであった。 

そして日本は、中国大陸・東南アジアへの侵略

を反省し、平和国家として歩むと世界に約束し

て、戦後の歩みを始めた。 

ところが２０１４年集団的自衛権行使を認め

２０１５年、国家安全法制定と戦争できる国へと

逆走を始め、いよいよ戦争増税に踏み込んだ。 

政治・外交は、争いを戦争にしないために存在

するはずだが、町行政にどのような影響がある

か、町長はどう考えるか。 

 

 

町 長 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

２．デジタル基

盤の拡大は、ど

のような効果が

期待できるか。 

 

ネット社会の拡大は、効果とともに害悪も広が

っている。国は全国一律の標準システムの構築を

２０２５年度までにと推進してきたが、ここに来

て２０３０年度までにと先送りしているのでは

ないか。かつて町長は、独自施策がやりにくくな

るカスタマイズができないとの認識を示してい

たと見ていたのだが。 

 デジタル自治体にする程、維持経費が重み、職

員を減らせとなるのではないのか。 

 

 

町 長 
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第１５７回 ３月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 山本 賢司                №７－２ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

３．破綻した「分

収造林事業」、今

後どう対応する

か。 

 

県の外郭団体、ひょうご農林機構は７２３億円 

の負債を負って破綻した。この３月にも県議会で

負債処理に向かうと伺っている。 

一方、各集落・区は、将来への財産形成を願っ

て分収造林に応じてきたが、何の話もなく、カヤ

の外に置かれている。町としてどう考えるか。ど

う対応する。 

 

町 長 
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第１５７回 ３月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 伊藤 敦紀                №８－１ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

１．廃校施設の

今後の方針及び

進め方について 

 

 

廃校施設については、これまでの議会答弁にお

いて、町の施設としての活用や民間による利活用

の可能性を検討するとともに、活用が見込まれな

い施設については除却も含めて検討する旨が示

されている。 

 今後、廃校施設が増加する中、個々の施設ごと

の対応に加えて、町としての基本的な方針や判断

の考え方、検討体制及び進め方を明確にしていく

ことが必要であると考える。 

 以上を踏まえ、廃校施設の今後の方針及び進め

方について、以下の点を問う。 

 

 

（１）今後、廃校施設が増加する中においては、

個々の施設ごとの判断にとどまらず、町とし

ての基本的な方針を明確にしておくことが

重要であると考える。廃校施設の取り扱いに

ついて、町としての基本方針をどのように整

理しているのか。 

 

 

（２）これまでの議会答弁においても示された

「活用または除却」の判断は、どのような基

準や考え方に基づき行うこととしているの

か。 

   また、その検討はどの部局がどのような役

割を担い、どのような体制及び手順で進めら

れるのか。 

 

 

（３）この春に新たに廃校となる施設も含め、施

設の取り扱いについては、今後どのような工

程及びスケジュールで検討を進めていく考

えか。 

 また、各施設の方向性については、どの時期

を目途に整理していく考えか。 

 

 

町 長 

教育長 
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第１５７回 ３月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 伊藤 敦紀                №８－２ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

 

 

（４）今後の方向性が決定されるまでの間、地域

活動等による暫定的又は短期間の使用も考

えられるところである。このような使用につ

いては、どのような考え方及び手続きにより

取り扱うこととしているのか。 
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第１５７回 ３月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 森浦 繁                №９－１ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

１．選挙の投票

方法について伺

う。  

 

先の衆議院選挙では、初の移動式期日前投票

所、投票日には、投票所までの無料送迎を実施さ

れ該当する地区の方々は、大変喜んでおられたと

お聞きしました。 

 

（１）選挙の投票対策 

①期日前投票所は、以前から３ヶ所と変わら

なかったにもかかわらず一定の地区の対応で

あったのか伺う。 

 

②今後の選挙において移動式期日前投票所、

投票所までの無料送迎を実施するのか伺う。 

 

 

 

選挙管理

委 員 会 

委 員 長 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

２．スキー教室

について伺う。 

 

現在、各小学校においてスキー教室が、実施さ

れているが、以前より多くの議員から機会確保や

指導者不足分の課題が指摘されてきた。平日の日

中に指導者を十分な人数を確保することが難し

いとの声もある。 

 

（１）スキー教室対策 

①指導者体制の安定化 

②教員の負担軽減 

③安全性の向上 

④あわせて、現在は、学校ごとの判断に委ね

られている実施回数についても、町として一

定の支援体制を設け、毎年複数回、実施でき

る体制整備を検討すべきと考えるが見解を伺

う。 

 

教育長 
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第１５７回 ３月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 森浦 繁                №９－２ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

３．スキーは、本

町の地場産業と

しての考えにつ

いて伺う。 

 

スキーは、観光・雇用・地域ブランドとも密接

に関わる基幹産業の一つである。将来的な競技者

育成のみならずスキー文化そのものを次世代に

継承していくことは地域の持続性にも直結する

課題ではないか。幼少期にどれだけ触れる機会を

確保できるかが、今後の関わり方を大きく左右す

ると言われている。 

 

（１）スキーに対する町として政策 

①産業振興・地域振興の観点から町として

スキー体験機会の戦略的な位置付けはどの

ように考えているか。 

 

②教育と産業政策を横断した支援制度の構

築が必要ではないか。 

 

町 長 
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第１５７回 ３月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 山根 典明               №１０  

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

１．小学校図書館

司書の採用の予

定は？ 

 

小学校図書館司書は図書の貸し出し・返却・選

書・読書案内・授業支援（調べ学習のサポート）

などの専門職種ですが、先日香美町で勤務されて

いる方で鳥取出身の方から、「香美町では採用予

定は無いのか」との相談がありました。 

（１）香美町での事例：公民館等の図書関連業務 

 

（２）2014 年法改正 学校司書の明確化された

以降の「学校司書」の位置づけはどう判断さ

れますか？ 

 

（３）お隣の鳥取市では複数の学校で設置されて

いますが今後の予定は？ 

 

 

 

 

教育長 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

２．特定外来生物

対策について 

 

先般丹波県民局に仕事で訪問した際、配布物の

案内書面の中に、「特定外来生物」（草・虫など）

があり 

 

（１）ナガエツルノゲイトウ：放置すると水辺や

田畑に大繁茂する。 

 

（２）クビアカツヤカミキリ：幼虫がサクラ・モ

モ・梅などのバラ科の樹木内部を食害し、木

を枯らすなど、これから春に向けて危険な生

物が多く発生します。町長としての香美町の

対策はありますか？ 
 

 

町 長 
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第１５７回 ３月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 村田 行信               №１１―１ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

１．移住・定住施

策の戦略性およ

び成果管理につ

いて 

 

令和８年度町政の基本的な考え方における移

住定住施策の位置づけおよび成果管理の考え方

について確認する。 

 

（１）移住・定住施策の目的定義 

本町の移住定住施策は、人口増加を目標とす

る政策か、それとも環境整備型の政策か。 

（２）成果指標および KPI の設定状況 

移住者数、定住継続率、年齢層構成など、ど

のような指標で評価しているか。 

（３）施策の検証と改善プロセス 

過去の施策（例：まちなか移住相談室等）の

検証結果と、その反映状況を示してくださ

い。 

 

 

 

 

町 長 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

２．空家特措法

に基づく措置の

運用実態につい

て 

 

移住定住施策の実効性を支える基盤としての

空き家対策の運用状況を確認する。 

 

（１）管理不全空家等および特定空家等の把握 

状況 

   現時点の把握件数と推移について。 

 

（２）第２２条に基づく措置の実施件数 

  助言・指導、勧告、命令、行政代執行の各  

  件数（直近５年＋累計）。 

 

（３）空き家対策の政策的位置づけ 

  移住定住施策との具体的な接続は何か。 

 

町 長 
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第１５７回 ３月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 村田 行信               №１１―２ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

３．公式ホーム

ページリニュー

アルの目的およ

び設計思想につ

いて 

 

現在進められている町公式ホームページのリニ

ューアルについて、その目的や改善内容が町民お

よび議会に十分共有されているとは言い難い。行

政の情報発信基盤としての役割を踏まえ、今回の

リニューアルの設計思想および改善方針につい

て問う。 

 

（１）今回のホームページリニューアルは、ど  

のような課題認識に基づき、どのような設計

思想のもとで実施されるのか。また、情報の

探しやすさや政策成果の可視化といった観

点で、どのような改善を図るのか。 

 

町 長 
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第１５７回 ３月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 田野 公大               №１２―１ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

１．第３次香美

町 総 合 計 画 

【基本方針１】

地域経済 主要

施策１ 

観光・交流 関

係人口施策につ

いて 

 

第３次香美町総合計画において【基本方針１】

地域経済 主要施策１、観光・交流の目指すまち

の姿として「食・自然・伝統文化・地場産業など

の地域資源を活用することで、観光業の関係人

口・交流人口の増加を目指すとともに、観光産業

に関わる関係団体や事業者とともに持続可能な

取組を進めます。」と謳っています。また社会の

潮流として「二拠点生活」や「観光以上、移住未

満」などの言葉もよく聞くようになってきていま

す。そんな中で国においても見えにくい関係人口

を可視化し、地域の担い手確保や活性化につなげ

る「ふるさと住民登録制度」を今年度に創設し、

新たに特別交付税措置を講ずるとしています。こ

れらは上記、関係・交流の目指す方向性の主旨に

も当てはまるものとして積極的に取り組むべき

と考えるが町の対応を伺う。 

 

（１）この制度をどう捉えているか 

（２）今後の対応・取り組み方針は 

 

 

町 長 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

２．戦略的外部

人材の活用制度

の取り組みにつ

いて 

 

外部人材活用制度は「地域おこし協力隊」や「地

域活性化起業人」また地方公共団体と大学等との

連携する地域課題解決プロジェクト「ふるさとミ

ライカレッジ」などがあり、それぞれ国の財政措

置が設けられている。これらの制度は年々その内

容も拡充や充実が図られて、取り組みやすくなっ

てきている。ある意味行き詰ったとも膠着状態と

も言えるまちづくりへの考え方や視点の転換や、

DX などの新しい制度や技術・概念等に対応する

ための切り口としてこれらの制度の導入を検討

すべきと思うが、町の考えを問う。 

 

（１）それぞれの制度の取り組みの現状 

（２）それぞれの制度の捉えと取り組みの意向 

 

町 長 
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第１５７回 ３月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 田野 公大              №１２―２ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

３. デジタル実

装について 

 

内閣府地方創生推進室と内閣官房地域未来戦

略本部事務局が提供する、データに基づき地域課

題を分析・評価するプラットフォーム RAIDA（レ

イダ）が２０２４年１月３１日に公開されていま

す。これにより、効果的な政策立案や目標達成が

支援されるものと言われています。その中でデジ

タル実装事例として各自治体の取り組み状況が

検索確認できるようになっています。それらを見

ると、香美町はデジタル田園都市国家構想交付金

を活用したデジタル実装施策の取り組みのさら

なる充実が求められると感じる。今後の DX を意

識した住民サービスや行政事務の効率化などに

積極的に取り組むべきと考えるが町の方針を伺

う。 

 

（１）前記Ⅱで取り上げた外部人材の活用も含め

てデジタル実装施策を立案できないか 

（２）新たなデジタル実装を考えるより、すでに

全国の多くに自治体が実施している標準的

な住民サービスに資するデジタル実装に取

り組んではどうか 

 

 

町 長 
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第１５７回 ３月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 谷口 眞治               №１３―１ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

１. 物価高騰対

策 に つ い て 問

う。 

 

（１）香美町の商品券配布事業について 

   物価高騰対策として、２月１３日から使

用できるひとり２万円分の商品券が配布さ

れている。２点伺う。 

①使用状況 

（登録店舗数、商品券使用数、換金） 

②使用期限終了以降の物価高騰対策。 

商品券制度化 

 

（２）国保税、後期高齢者医療保険料について 

   国保税、後期高齢者医療保険料が引き上げ

の予算が計上されているが、物価高に追い打

ちをかけることになるので、せめて据え置き

を検討すべきではないか。 

 

 

 

町 長 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

２．子育て支援・

３ つ 目 の ゼ ロ

（無償化）と拡

充 に つ い て 問

う。 

 

「みんながいきいき、笑顔あふれるまち」をめ

ざし、「これまでの政策を活かし、新たな一歩を

刻む」と町長は所信を表明したが、「子育て支援

日本一のまち」をめざしてはどうか。子育て支援

「３つ目のゼロ」と新たな子育て支援拡充の一歩

を刻む決断をすべきではないか。 

 

（１）１歳児～２歳児保育料ゼロで子育て支援

「３つ目のゼロ」めざすことについて 

 

（２）制服、ランドセル、体操服、運動靴、修学

旅行など義務教育費負担軽減の助成につい

て 

 

 

町 長 

教育長 
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第１５７回 ３月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 谷口 眞治               №１３－２ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

３．「空の駅」改

修と観光振興対

策 に つ い て 問

う。 

平成２５年５月に完成した展望施設「空の駅」

は、４年後の平成２９年１１月に完成したエレ

ベーター（余部クリスタルタワー）とともに昨年

１００万人突破の観光客が訪れる但馬の一大観

光拠点となっている。以下３点伺う。 

 

(１)県による「空の駅」改修工事について 

(２)余部駅に通じる歩道の落石防止と法面整備

について 

(３)余部小学校廃校の観光振興活用対策につい 

 て 

町 長 
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第１５７回 ３月定例会 一般質問の順序と要旨 

 

発言議員： 脇坂 英作                №１４ 

質問項目 質問事項 
質問の 

相 手 

 

１．受け取り困

難者の服薬確保

に向けた支援体

制について 

 

香住病院の院外処方箋の FAX 送信は、歩行介

助が必要な方や家族同席が難しい方などにとっ

て、有用なサービスである一方、送信後に調剤

完了が分からないため、独居の歩行介助が必要

な方にとっては、受け取りが難しいといった声

がある。 

ついては次の点を伺う。 

 

（１）町として、香住病院受診後に薬局での受

け取りが困難となっている事例（独居、歩

行介助が必要、家族同席困難等）や受け取

り支援の実態を把握しているか。把握して

いる場合は内容・件数（相談窓口を含む）

を、把握していない場合は今後の把握する

予定の有無と把握方法を伺う。 

 

（２）町として受け取り困難者の負担軽減のた

め、例えば病院敷地内の薬局前（最寄り）

で乗降できるよう、町民バスの運用として

薬局前の乗降ポイント（停車位置）の設定

等を検討できないか。便数を増減させず短

時間停車（待機なし）で運用する前提で、

実施の可否、課題（安全動線、停車スペー

ス、停車時間、ダイヤ影響等）と、試行の

考えを伺う。 

 

 

町 長 
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